
 

 

 

 

 

 

 

 Ｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅの極点図、ＯＤＦ図 
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概容 

 Polypropylene の方位解析を行うにあたり、極点図と ODF 図に関して説明し、方位解析を理解する。 

 方位解析では、アルミニウムや鉄などの立方晶(Cubic)に関して理解してから Monoclinic である 

 Polypropylene の解説を行います。PPOrientation,LaboTex,TexTools を用いる 

 方位解析では、試料表面と圧延方向を基準としています。 

   

  この材料系（ＮＤ－ＲＤ）に対し、結晶粒の配置状態を結晶方位（ｈｋｌ）［ｕｖｗ］を 

  表現しています。 

  すなわち、ＮＤ方向と直交する試料表面と平行な結晶面が（ｈｋｌ） 

    ＲＤ方向と平行な結晶軸方向が［ｕｖｗ］として表現しています。 

 Ｃｕｂｉｃの場合結晶方位（００１）［１００］とは 

    

 材料表面が、（００１）で圧延方向が［１００］で材料軸と結晶軸が一致している状態です。 

 極点図は、 

  

  

 

 



｛００１｝＜１００＞極点図とＯＤＦ図 

 方位密度の高い位置をマウスクリックすると、結晶方位と極点図上の極密度位置に＋印が表示する 

 

 

ＯＤＦ図は、方位密度をＥｕｌｅｒ空間で表示しています。 

 

  

これが立方晶の｛００１｝＜１００＞方位でＣｕｂｅ方位と言われています。 



Ｅｕｌｅｒ空間における結晶方位の存在 

 Ｅｕｌｅｒ角度（ψ1、Φ、ψ2）で表現される。 

 Ｃｕｂｅ方位（００１）［１００］はＥｕｌｅｒ角度で（０，０，０）と表現される。 

  

  

（０，０，0） はＥｕｌｅｒ空間上の１点ですが、方位は広がりを持って存在しています。 

又、対称の方位を含めて場合｛００１｝＜１００＞と表現します。 

 

    広がりは、３方向に対し同一であれば、球状態で、等しくなければラクビーボール状態になります。 

 圧延、延伸していれば、ラクビーボール状になります。 

 今まで扱った広がりは半価幅１０ｄｅｇのＧａｕｓｓ関数で表現していました。 

 では、ψ1 の半価幅を４５度とした場合のＯＤＦ図、極点図はどうなるか？ 

 

 

ＯＤＦ図は、ψ１方向に広がり、極点図は、β回転方向に広がっています。 

又、方位密度、極密度の最大値が低下しています。 

 

 

 

 



ＯＤＦの３次元比較 

 Euler 角度の広がり（１０，１０，１０）   （４５，１０，１０） 

 

  

極点図比較 

 上段が、（１０，１０，１０） 下段が（４５，１０，１０） 

 

 

 



Φが４５の広がりの場合（１０，４５，１０） 

 

 

ＯＤＦ図は、Φ方向に広がり、極点図は、α回転方向に広がっています。 

又、方位密度、極密度の最大値が低下しています。 

 

同様にψ2 が４５度広がった場合（１０，１０，４５） 

 

ＯＤＦ図は、Φ方向に広がり、極点図は、α回転方向とβ回転方向に少し広がっています。 

又、方位密度、極密度の最大値が低下しています。 

 

 

 

 

 



では、ψ1 方向の広がり半価幅を最大状態（直線関数）（∞、１０，１０）とした場合 

 

このような状態をＦｉｂｅｒ状態と言われています。 

 

 

Ｆｉｂｅｒ極点図をＴＤ軸に回転すると 

 

Ｆｉｂｅｒから１軸配向状態に変わります。 

では、Ｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅの解説を行います。 



Ｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅで見かける極点図 

｛０１０｝＜００１＞方位に対し、Ｅｕｌｅｒ角度（ψ1、Φ、ψ2）を４５度した極点図です。 

広がりを含めた場合の結晶方位の定量値（VolumeFraction）は５０％です。 

（１０，１０，１０）  （４５，１０，１０）  （１０，４５，１０）   （１０，１０，４５） 

 

 

ＯＤＦ解析で方位密度の最大値にマウスカーソルを持っていくと結晶方位は （０１０）［００１］ 

 

 

 

 

 

 

 



（０１０）［０１０］OrientationDisplay で表示 

 Ｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅを選択して格子定数を決める 

      （０１０）［０１０］を入力してＤＩＳＰ 

  

  格子定数選択時 ICDD 或いは LaboTex の選択が可能 

  

      試料表面平行な面は（０１０） 

       ＲＤ方向と平行な方向は［００１］である。 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘによる結晶方位の自動定量計算（ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ）比較 

ＬａｂｏＴｅｘでは格子定数の取り方を変えて計算するので、結晶方位表現が異なります 

（１０，１０，１０）  

 

 

（４５，１０，１０）  

 

 

（１０，４５，１０）  

 

（１０，１０，４５）  

 

 

 



ＩＣＤＤとＬａｂｏＴｅｘの格子定数の取り方による結晶方位図比較 

ＩＣＤＤ表現 

 （０１０）［０１０］ 

 

ＬａｂｏＴｅｘ表現（結晶軸[001]と Z 軸を一致させる） 

 （００１）［１００］ 

  

  

 

 

 

 



ＩＣＤＤとＬａｂｏＴｅｘの格子定数、ミラー指数 

ＩＣＤＤ 

  

ＬａｂｏＴｅｘ 

  



ＴｅｘＴｏｏｌｓによるＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ法 

（４５，１０，１０）の場合（立方体） 

 

 

 

Ｅｕｌｅｒ角度の広がりを指定（ただし長方体） 

 

  ＴｅｘＴｏｏｌｓの場合、広がりは手入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



配向関数評価評価 

｛１１０｝、｛０４０｝完全局点図から、ａ，ｂ，ｃ軸方向から見た、ＮＤ，ＲＤ，ＴＤを計算 

（０１０）［００１］の広がりが（１０，１０，１０）の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（０１０）［００１］の広がりが（４５，１０，１０）の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（０１０）［００１］の広がりが（１０，４５，１０）の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（０１０）［００１］の広がりが（１０，１０，４５）の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（０１０）［００１］のＥｕｌｅｒ角度の広がりによる配向関数（同一ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ） 

 (10,10,10) 

 

(45,10,10) 

  

 (10,45,10) 

  

 (10,10,45) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



まとめ 

 材料特性に関係する結晶方位を評価する場合,ＯＤＦ解析による結晶方位解析は直接的で 

 同一方位でもＥｕｌｅｒ角度の広がりや定量値の数値化で分かり易い。 

 一方、配向関数では、方位の判別や方位の定量値が間接的で分かり難いが 

 解析した極点図、極密度、配向関数を列挙すれば、材料別の評価が可能になります。 

極点図と極密度 

  

入力極点図の配向関数 

 

解析結果 

  

 


